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豊かな心の育成 健やかな体の育成

重
点
目
標

【

Ｐ
】

◎仲間づくりの実施
◎いじめの未然防止、早期発見
○道徳・人権教育の充実

◎体力向上の推進
◎基本的生活習慣の確立
○危機回避能力の育成

取
組
の
状
況
【

Ｄ
】

○学級会等で、協力しあう
風土の醸成を図る
○いじめアンケートを毎学
期実施し、未然防止・早期
発見・早期対応に努める
○情報モラルやネット社会
に潜む危険性について、学
ぶ機会をもつ
○学校図書館を常時開放
し、読書する環境を整える

〇なわとび記録会を開催
し、なわとび運動の充実に
より、体力の向上を図る
○運動会を開催し、体力の
向上に役立てる
○「早寝､早起き､朝ごは
ん」活動を推奨する
○避難訓練や交通安全教室
を計画的に行い、危機回避
能力を育成する

取
組
の
成
果
と
課
題

（

評
価
結
果
【

Ｃ
】
）

〇学校だよりや学級活動等
で挨拶の大切さを訴えた
り、地域の方々に協力いた
だいて挨拶活動を行ったり
したこともあり、多少元気
な挨拶の声が聞こえるよう
になった。
〇学校をあげて掃除時間中
は私語を禁じ、無言で清掃
活動に励むという「もくも
くそうじ」に取り組んだ。
真面目に取り組むことがで
きる子も増えている。
〇少年センターを講師に迎
え、情報モラルの授業を
２・３・５年生で行った。
低学年から行うことで、
ネットの危険性について考
える機会が増えて良かっ
た。

○縄跳び記録会があること
で、休憩時間に運動場に出
て縄跳び運動をしている児
童が多くなった
○運動会練習により、体力
が向上が見られた。夏季は
熱中症対策に配慮しながら
の運動に気をつけたい。
○毎年、年４回の避難訓練
と警察と連携した交通安全
教室を実施している。ま
た、警察の方に来ていただ
き、不審者対応についての
研修も行うことで児童への
指導も深まり徐々に危機回
避能力は向上してきている

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法
【

Ａ
】

〇３つの言葉をキャッチフ
レーズにすることで、日ご
ろの生活習慣を支援し、子
どもたちの「豊かな心」育
成に取り組みたい
①「にこにこあいさつ」
②「もくもくそうじ」
③「どんどんどくしょ」

○避難訓練を来年度も４回
程度実施し、児童一人一人
の危機回避能力の向上を図
る。
○定期的に「早寝・早起
き・朝ごはん」への啓発活
動に取り組んでいく。
○運動会では、熱中症対策
をはじめ、健康面や安全面
に配慮した取り組みをすす
める。

3 その他の課題

○チャレンジタイム（昼の
帯学習）、放課後補充学習
による学力の向上を目指す
○理科学習の研究を軸に、
子供が主体の授業づくりを
推進する
○発達の段階に応じた家庭
学習の手引きを作成し、活
用するとともに自主学習
ノートに取り組み、保護者
と協力しながら基礎学力の
定着と自ら学ぶ習慣を身に
着けさせる
○朝読書、読み聞かせ活動
により、読書習慣の定着を
図る

○各種便り（学校だより、
学年だより、学級だよりな
ど）やHP等を通して積極的
に学校の情報を発信すると
ともに、授業や行事等を積
極的に公開する
○中学校区での学校間連携
を充実させる
○授業のゲストティー
チャー、読み聞かせボラン
ティア、専門性の高い講師
等の人材や、地域の自然・
文化を積極的に活用する

〇11月6日に和歌山市教科等
別研修会で理科・生活科の
授業発表を行った（3学級）
〇3学級で研究授業（理科・
生活科）を行った（学校教
育課訪問・校内研修）
〇協議会で、市教育委員会
等から指導助言の先生を招
き研究協議を行ったこと
で、本校教員の授業力向上
につながった
〇年間通して、放課後フォ
ローアップ教室を週2回行っ
た

〇学校だよりには、できる
だけ学校や各学年の取組を
載せるようにした。しか
し、学校ホームページはな
かなか更新することができ
なかった。
〇「ありがとう集会」「シ
ルバー交流会」など地域の
方々との交流ができた。
○地域先達による協働・連
携事業や公民館活動におい
て「ミシン・裁縫指導」を
実施していただき、学校教
育力向上に効果があった。

〇楽しくて力のつく授業づ
くりに向けた研究の成果を
発表会で提案する。
〇家庭との連携を深め、家
庭での自主学習や読書活動
の一層の充実を図る

〇チャレンジタイム(帯時
間)の活用方法をより工夫
し、基礎学力の定着や書く
力の向上に取り組む

〇学校だよりを回覧板に入
れていただける地区を増や
していけるようする
〇民生委員や公民館の方々
に協力いただいている「ミ
シン・裁縫指導」を続けて
頂くようにお願いする
〇次年度も多くの講師やゲ
ストティーチャーを招き、
子ども達の世界を広げてい
きたいと考えている

◎基礎・基本の確かな定着
◎子供主体の授業の推進
○家庭学習の定着
○読書活動の推進

◎家庭・地域との連携充実
◎中学校区における学校間
の連携推進
○地域の資源活用の推進
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心身ともに健康で、豊かな知性と人間性を備えたたくましい子どもを育てる

本年度の取組についての評価

確かな学力の向上 地域とともにある学校


